
【⑤住民参加のまちづくりの仕組と事例/建築の参加のデザイン事例】 

連健夫（建築家、日本建築まちづくり適正支援機構代表理事） 

 

建築家の連健夫と申します。日本建築まちづ

くり適正支援機構の代表理事をしています。私

からは、「日本の住民参加のまちづくりの仕組

と事例、建築での参加のデザイン事例」を説明

させて頂きます。 

 

 

 

 

日本の建築まちづくりの法体系ですが、全国

ルールの上に地域ルールが乗っかっていると

いう仕組です。全国ルールは全国統一の法律

で、都市計画法、建築基準法、景観法などがあ

ります。これに地方自治体が決める条例が加わ

ります。この条例によって、地域の個性を活か

すことができるわけです。 

 

 

1992 年の都市計画法で住民参加が位置づけ

れました。そのことにより各自治体でまちづく

り条例が作成されました。自治体によっては作

成していないところもあります。住民参加を大

切にしている自治体では街づくり条例がある

と考えて良いと思います。 

 

 

これは、東京都港区の街づくり条例の事例で

す。この中で住民参加のプロセスが示されてい

ます。最初に自主的なまちづくり活動があり、

それを街づくり組織として登録する、そこで話

し合ってまちづくりビジョンを作り、それを下

地にして地区計画という規則を作ることがで

きます。つまり、住民が街づくり条例によって、

法的に有効な規則を作ることができるという

ことです。これらは住民だけでは難しいので、

登録専門家がサポートをする仕組みあがあり

ます。  



私は、港区の登録まちづくりコンサルタント

として、住民をサポートしています。住民参加

のまちづくりの事例をお話しします。住民参加

のまちづくりの良さは、「住民が街の良い点と

問題点を考える」「良い点を活かし、問題点を改

善する提案ができる」「それを専門家と共に実

行する」「自分の街を大切にする気持ちが生ま

れます」 これは赤坂通りまちづくりの会の街

歩き、良い点と問題点を考えるワークショップ

の事例です。 

 

 

 

街の良い点と問題点を皆で歩きながら見つ

けます。緑は潤いを与えてイイですね。神社は

歴史と伝統があり、良い点ですね。ゴミや落書

きは問題点ですね。 

 

 

 

 

 

 

会場に戻って、グループに分かれて話し合い

ます。各グループにはファシリテーターが司会

進行を行います。良い点を活かす、問題点を解

決する提案をまとめ、発表し、皆さんと共有し

ます。 

 

 

 

 

 

    

それらを元に、通りのリノベーションのデザ

イン案を考えました。歩道を広げて、緑を設け、

所々にベンチを設けます。 

  



 

提案の実践です。落書きを消すワークショッ 

プを行いました。また美観活動としてお花植え

を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

建築計画に対して、我がまちルールを元に

意見交換を行っています。これはデザインレ

ビューと言えますね。意見交換後に建築側か

ら要望を取り入れたデザインが出てきて、皆

から拍手がおこりました。 

 

 

 

 

 

建築設計における利用者参加の事例です。

これは、隠岐の島海士町の農林水産物加工施

設です。隠岐の島は島根県の北にあります。

既存の建物が手狭で、増築をしたプロジェク

トです。ハーブティーやクッションなどが手

作り特産物が作られています。 

 

 

 

 

 

 

メンバーである利用者が新しい建物につい

て話し合い、夢を表現したコラージュを作り

ました。そこから、コンセプトは、手作りと

交流を楽しみ、夢と希望が感じられる場、人

を迎える建物としました。  



 

３つのコンセプト模型をつくり、投票で選

び ました。投票が参加の機会となります

ね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆で床タイルのデザインを考え、陶芸家に作

っていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

施工にも利用者が参加しました。壁に断熱材

として古新聞を詰めたり、塗装やウッドデッキ

作りを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

完成です。 

  



 

手作り特産品のショーケースができ、使いや

すい建物になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以前は建築設計やまちづくりは専門家だけ

で行っていました。そこに、住民や利用者が参

加することによって、住みやすい街、使いやす

い建築ができるわけです。この参加のデザイン

にワークショップは有効です。 

 

 

 

 

 

 

建築や街の保存継承は、それらを使う住民の

参加によって持続可能になります。建築家や専

門家と住民との創造力のブレンドによって、価

値があり、深みある街を作ると思います。 

 


